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　茂広
域
地
方
計
画
の
見
直
し
を
急
げ
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０
０
人
以
上
が
参
画
し
て
策
定

さ
れ
た
。

　
平
成
20
年
に
全
国
計
画
が
、

21
年
に
広
域
地
方
計
画
が
閣
議

た
が
、
そ
の
後
、
将
来
像
を
示

さ
な
い
指
導
者
へ
の
批
判
に
移

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
時
代

認
識
と
、
社
会
全
体
に
対
す
る

総
合
的
な
将
来
展
望
を
示
す
こ

と
を
怠
っ
た
当
然
の
帰
結
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
土
計
画
は
一

貫
し
て
地
域
格
差
の
解
消
を
そ

の
目
標
と
し
て
き
た
。
か
つ
て

　
被
災
地
域
を
、
単
な
る
復
旧

で
は
な
く
、
日
本
の
未
来
像
を

先
取
り
す
る
地
域
と
し
て
復
興

さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
、
多
く

の
人
々
の
思
い
で
あ
る
。
で
は

そ
の
未
来
像
と
は
何
か
？
　
開

発
中
心
の
国
土
開
発
計
画
法
を

改
正
し
た
後
の
国
土
形
成
計
画

は
、
広
範
な
分
野
の
専
門
家
１

　
し
か
し
、
政
権
交
代
以
来
、

前
政
権
時
代
の
こ
の
計
画
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
代

わ
る
未
来
像
も
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
事
業
仕
分
け
な
ど
現
状
批

判
に
終
始
す
る
こ
と
で
短
期
的

に
は
国
民
の
期
待
を
集
め
ら
れ

決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
国

土
形
成
計
画
に
は
こ
の
国
の
目

指
す
べ
き
方
向
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

高
度
経
済
成
長
と
地
域
間
格
差
縮
小

同
時
に
達
成
し
た
唯
一
の
国

大
震
災
を
教
訓
と
し
た
新
し
い
国
土
計
画
の
姿
②

国土形成計画のねらいと復興計画

　
平
成
19
年
11
月
に
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
国
土
審
議
会
計
画
部

会
報
告
の
「
ま
え
が
き
」
に
、

今
、
国
土
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
し
て
、
次
の
４
項
目
を
挙
げ

て
い
る
。

　
①
人
口
減
少
が
衰
退
を
意
味

し
な
い
国
土

　
②
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
各
地

域
の
個
性
と
競
争
力
の
発
現

　
③
新
た
な
「
公
」
を
機
軸
と

す
る
地
域
力
の
結
集
　
　
　
　

　
④
多
様
な
自
立
広
域
圏
か
ら

な
る
状
況
対
応
力
あ
る
国
土

　
こ
こ
で
、
①
は
少
子
高
齢
化

④
は
、
か
つ
て
の
主
要
市
場
で

あ
る
欧
米
か
ら
見
る
と
小
さ
な

島
国
で
あ
っ
た
頃
と
異
な
り
、

主
た
る
市
場
で
あ
る
ア
ジ
ア
か

ら
見
る
と
、
地
政
学
的
に
異
な

る
北
海
道
や
九
州
な
ど
各
地
域

は
独
自
の
戦
略
を
持
つ
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
が
日
本
を
強
く
す

る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
総
合
的
国
際
競

争
力
を
持
つ
た
め
に
は
、
都
道

府
県
単
位
で
は
な
く
、
広
域
地

方
圏
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
必

要
で
あ
る
。
東
北
な
ど
各
広
域

地
方
圏
は
欧
州
の
国
と
同
様
の

人
口
・
経
済
規
模
を
有
す
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
下

で
買
い
物
、
教
育
、
医
療
、
福

祉
な
ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
・
向
上
す
る
た
め
に
は
、
一

定
の
人
口
規
模
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
、
市
町
村
単
位
で
は
な

く
広
域
生
活
圏
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
共
有
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
勿も

ち

論ろ
ん

、
公
共
交
通
の
サ

ー
ビ
ス
も
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
広
域

圏
形
成
へ
の
圏
域
意
識
の
改
革

が
求
め
ら
れ
る
。
広
域
生
活
圏

を
構
成
で
き
な
い
過
疎
地
域
の

た
め
に
は
、
条
件
不
利
地
域
支

援
制
度
の
抜
本
的
改
変
を
提
唱

し
て
い
る
。

　
具
体
策
に
つ
い
て
は
次
回
以

降
で
述
べ
る
が
、
農
林
水
産

業
、
地
場
産
業
、
商
店
、
都
心

の
あ
り
方
、
住
ま
い
方
な
ど
、

国
土
形
成
計
画
で
示
さ
れ
た
政

策
展
開
は
、
高
齢
化
に
悩
む
被

災
地
域
の
将
来
展
望
の
基
礎
と

な
り
う
る
。

　
ま
た
、
全
国
の
広
域
地
方
計

画
は
、
迫
り
来
る
大
災
害
や
電

力
不
足
な
ど
を
含
め
、
見
直
し

を
急
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
復
興
計

画
は
そ
の
先
進
事
例
と
な
る
。

へ
の
対
応
で
あ
る
。
②
は
、
80

年
代
以
降
の
地
域
格
差
の
拡
大

に
対
処
し
、
人
口
減
少
下
で
各

地
域
が
活
力
を
有
す
る
た
め
に

は
ア
ジ
ア
の
繁
栄
を
取
り
込
む

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
、
国
内
で
は
な
く
ア
ジ
ア

に
お
け
る
個
性
と
競
争
力
を
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
主
張
で
あ
る
。
③
は
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
、
役
所
任
せ
に
せ
ず
、
企
業

も
住
民
も
地
域
力
を
結
集
す
べ

き
と
言
う
呼
び
か
け
で
あ
る
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
が
世
界

の
奇
跡
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の

後
急
速
な
経
済
成
長
を
し
た
国

は
多
い
。
図
に
示
す
よ
う
に
１

９
６
０
年
か
ら
70
年
代
に
高
度

経
済
成
長
と
地
域
間
格
差
縮
小

を
同
時
に
達
成
し
た
唯
一
の
国

で
あ
る
こ
と
こ
そ
世
界
の
奇
跡

と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　
当
時
の
地
域
格
差
の
原
因

は
、
地
方
は
１
次
産
業
、
大
都

市
は
２
次
、
３
次
産
業
と
い
う

「
産
業
構
造
の
格
差
」
に
あ
っ

た
。
地
方
へ
の
２
次
産
業
の
展

開
と
農
業
の
効
率
化
に
よ
り
、

格
差
縮
小
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。
80
年
か
ら
90
年
代
の
格
差

拡
大
は
、
中
枢
管
理
機
能
と
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
大
都
市
、
地
方

中
枢
都
市
へ
の
集
中
が
原
因
で

あ
っ
た
。「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

格
差
」で
あ
る
。90
年
代
以
降
、

急
速
な
円
高
に
よ
る
地
方
部
の

生
産
施
設
の
海
外
移
転
が
大
き

な
打
撃
と
な
っ
た
。
雇
用
喪
失

と
高
齢
化
の
地
域
格
差
が
、

「
将
来
展
望
の
地
域
格
差
」を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

地域間所得格差の推移

地
域
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０
０
０
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社
会
保
障
制
度
は
教
育
、
医
療
政
策
な
ど

と
と
も
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
直
接
か
か

わ
る
共
通
の
社
会
資
本
的
国
家
政
策
の
根
幹

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
制
度
の
ほ
と
ん
ど

が
、
経
済
の
発
展
と
と
も
に
主
と
し
て
日
欧

米
で
20
世
紀
に
そ
の
基
本
が
出
来
あ
が
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
制
度
は
２
度
の
世

界
大
戦
で
大
き
く
崩
れ
、
ま
た
新
し
い
経
済

成
長
と
と
も
に
、
再
構
築
さ
れ
て
き
た
。

　科
学
技
術
の
進
歩
で
急
速
な
変
化

　
こ
の
20
世
紀
は
科
学
・
技
術
・
工
業
・
情

報
・
金
融
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
分
野
で

急
速
な
科
学
技
術
の
進
歩
を
背
景
に
私
た
ち

の
日
常
生
活
の
あ
り
方
を
す
っ
か
り
変
え

た
。
20
世
紀
前
半
の
二
つ
の
世
界
大
戦
に
比

べ
、
後
半
の
50
年
は
冷
戦
構
造
の
も
と
、
１

９
９
１
年
の
ソ
連
の
崩
壊
ま
で
、
世
界
は
比

較
的
落
ち
着
い
た
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
。
冷

戦
終
結
後
10
年
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
パ
ッ
ク

ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ(P

ax A
m

ericana)

の
様
相
で
あ
っ
た
が
、
21
世
紀
と
と
も
に

「
９
・
11
」、B

R
IC

s

、
特
に
中
国
、
ま

た
、
こ
の
数
年
の
中
東
新
興
経
済
の
台
頭
と

と
も
に
、新
し
い
世
界
バ
ラ
ン
ス
が
構
築
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
世
界
の
様
相
は
一
変
し
、
そ
の
後

の
２
年
は
中
国
な
ど
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

牽け
ん

引い
ん

車
に
な
る
一
方
で
、
こ
の
数
カ
月
に
中

東
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
、
Ｅ
Ｕ
金
融
危
機
、
東

日
本
大
震
災
と
フ
ク
シ
マ
「
３
・
11
」
と
、

世
界
を
揺
る
が
す
大
事
件
が
立
て
続
け
て
起

こ
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
を
支
配
し

て
い
る
２
大
原
因
は
「
70
億
を
超
え
る
人
口

爆
発
（
１
０
０
年
前
は
16
億
人
）
」
と
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
広
が
り
」
で
あ

る
。
世
界
は
一
体
化
し
、
し
か
も
相
互
依
存

性
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　「
先
進
国
」
共
通
の
五
つ
の
悩
み

　
社
会
保
障
と
そ
の
関
連
政
策
の
「
先
進

国
」
共
通
の
悩
み
・
困
難
は
五
つ
あ
る
。
①

少
子
高
齢
社
会
の
進
行
②
国
内
経
済
格
差
の

拡
大
③
生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し
た
慢
性
疾

患
の
増
加
④
公
的
資
金
は
現
在
以
上
に
は
増

や
せ
な
い
（
Ｅ
Ｕ
・
日
本
な
ど
国
の
債
務
が

ほ
ぼ
限
界
）
⑤
強
い
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ

な
い
、
で
あ
ろ
う
。

　
都
市
化
人
口
の
増
加
と
地
方
の
過
疎
化
が

進
み
、格
差
の
広
が
り
は
、中
央
集
権
的
な
一

つ
の
政
策
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。わ
が
国
で
言
え
ば
、自
由
民
主
党
に
よ

る
平
成
元
年
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
ま
で
の
数

十
年
の
経
済
成
長
の
下
で
ガ
ッ
チ
リ
構
築
さ

れ
た「
政
産
官
、
鉄
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」支

配
の
社
会
構
造
は
、こ
れ
が
一
見
し
て
成
功

し
て
い
た
ば
か
り
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
が
き
わ
め
て
遅
く
、経
済
成
長
も
社
会

構
造
改
革
も
進
ま
ず
20
年
が
経
過
し
た
。２

０
０
９
年
か
ら
民
主
党
政
権
に
な
っ
て
、与

党
も
野
党
も
、政
治
の
弱
体
化
は
目
を
覆
う

ば
か
り
で
あ
る
。そ
れ
が「
３
・
11
」の
国
難

で
世
界
に
丸
見
え
に
な
っ
た
。

　
国
家
の
信
頼
が
急
速
に
失
墜
し
つ
つ
あ

る
。
対
応
に
よ
っ
て
は
、
増
税
、
国
債
発
行

な
ど
、
経
済
の
低
迷
と
あ
い
ま
っ
て
金
融
崩

壊
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

グローバル化遅れ、社会構造改革進まず

黒 
川
　

　清

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

社
会
保
障

⑴

（
写
真
＝
佐
久
間
哲
男
撮
影
）

６７月１２日（火曜日）平成２３年（2011年）（第三種郵便物認可）
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く
ろ
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し
）

　

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
東
大
医
学
部
卒
、
医

学
博
士
。
１
９
６
９
︱
84
年
在
米
、
79
年
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
教
授
。
89
年
東
大
教
授
、
96
年
東
海
大
学

医
学
部
長
、
日
本
学
術
会
議
会
長
、
総
合
科
学

技
術
会
議
議
員
、内
閣
特
別
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
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